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　大谷翔平選手が全国の小学校に寄贈したグローブが六戸町に
も届き、町内の各小学校に配布されました。開知小学校では１
月１９日の全校集会でお披露目されました。子ども達は大谷選手
のグローブをはめることができて嬉しい、と話していました。
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
度

の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

令
和
４
年
２
月
下
旬
に
発
生
し

た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

が
い
ま
だ
に
終
息
が
見
え
な
い

中
、
10
月
上
旬
に
は
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ガ
ザ
地
区
の
軍
事
衝
突
が

発
生
し
、
大
き
な
国
際
問
題
と

し
て
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
は
、
光
熱
費
や

燃
料
費
、
食
料
品
な
ど
の
高
騰

が
続
き
、
国
が
緊
急
的
に
経
済

対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

安
定
し
た
国
民
生
活
に
は
ま
だ

戻
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
は
、
将
棋
界
で
藤
井

聡
太
さ
ん
が
史
上
初
の
将
棋
八

大
タ
イ
ト
ル
全
制
覇
（
竜
王
、

名
人
、
王
位
、
叡
王
、
王
座
、

棋
王
、
王
将
、
棋
聖
）
を
達
成

し
、
中
国
の
杭
州
で
開
催
さ
れ

た
第
19
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で

日
本
は
１
８
８
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
活
躍

し
て
い
る
大
谷
翔
平
選
手
が
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
史
上
初
と
な
る

２
度
目
の
満
票
に
よ
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ

（
最
優
秀
選
手
）
に
輝
き
、
世

界
中
の
方
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

　
青
森
県
内
に
お
い
て
は
、
６

月
上
旬
に
青
森
県
知
事
選
挙
が

執
り
行
わ
れ
、
新
知
事
に
宮
下

宗
一
郎
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
県
民
か
ら
支
持
を
受
け
、

こ
れ
か
ら
の
青
森
県
政
に
対
し

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
大
い
に
手
腕
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま

す
。

　
六
戸
町
で
は
、
４
月
下
旬
に

六
戸
町
議
会
議
員
選
挙
が
執
り

行
わ
れ
、
５
月
か
ら
新
体
制
で

議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
４
月
開
校

に
向
け
六
戸
町
立
義
務
教
育
学

校
六
戸
学
園
の
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
建
設
工
事

は
令
和
５
・
６
年
度
の
２
年
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
六
戸

町
に
と
っ
て
今
ま
で
に
な
い
大

き
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。
建
設

が
計
画
通
り
に
進
み
、
令
和
７

年
４
月
に
は
全
児
童
全
生
徒
が

笑
顔
で
新
校
舎
に
集
う
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
町
議
会
は
町
民
の
代

表
機
関
と
し
て
、
町
執
行
機
関

と
お
互
い
に
緊
張
感
を
持
ち
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
歩
む
議
会
と
な

れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月

　
　
六
戸
町
議
会
議
長

　
下
田
　 

敏
美

新
年
新
年
のの
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

町
民
の
幸
せ
を
願
い
、

　
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て

今回のトピックスは、2024年の干支、辰（竜）にまつわることわざについて紹介します。干支・辰（竜）
トピックス
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12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

12
月
定
例
会
は
令
和
5
年
12
月
４

日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
や
専
決
処
分
の
報
告
、

補
正
予
算
な
ど
16
件
の
案
件
が
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
し
た

結
果
、
議
員
全
員
賛
成
で
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
、

３
議
員
が
登
壇
。
町
の
子
育
て
支
援
、

福
祉
政
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

に
つ
い
て
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
審
議
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

に
つ
い
て
は
今
後
広
報
等
で

周
知
し
ま
す
。

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
を
２
０
６
万
円

減
額

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
を
２
０
６

万
円
減
額
し
、
総
額
が
76
億

７
６
６
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
の
確
定
や
見
込
み

額
の
精
査
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
う
ち
、
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
み
ち
の
く
有
料
道
路
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
有
料
道
路
使
用
料

14
万
円

▽
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

設
備
譲
渡
業
務
費
負
担
金

な
ど　
　
　

４
８
５
万
円

▽
町
民
バ
ス
の
修
繕
料

３
０
０
万
円

条
例
改
正

◇
ス
マ
ホ
で
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
可
能
に

　
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ
た

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
印
鑑
登
録

証
明
書
を
発
行
で
き
る
よ
う
、

一
部
改
正
を
お
こ
な
い
ま
す
。

質

疑

問　
山
本
実
議
員

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取

れ
る
と
い
う
こ
と
か

答　
町
民
課
長

　
こ
れ
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
で

印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す

る
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
み
で
可
能
で
し
た
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
証
明

書
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
操
作
方
法
や
対
応
時
期

▽
畑
刈
川
修
繕
測
量
設
計
業

務
ほ
か　
　
　
　

50
万
円

▽
定
住
対
策
住
宅
建
設
補
助

事
業
補
助
金

６
４
９
万
円

質

疑

畑
刈
川
水
路
の
修
繕

問
　
川
村
重
光
議
員

　
畑
刈
川
修
繕
測
量
設
計
業

務
の
内
容
は

答　
農
政
課
長

　
畑
刈
川
水
路
の
積
み
ブ
ロ

ッ
ク
に
ひ
び
割
れ
等
が
生
じ
、

危
険
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、

設
計
委
託
を
行
い
ま
す
。

定

住

対

策

問
　
種
市
正
孝
議
員

　
新
築
住
宅
へ
の
補
助
事
業

の
、
今
年
度
の
申
請
件
数
の

見
込
み
は
。
ま
た
、
次
年
度

も
継
続
す
る
の
か

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
10
月
時
点
で
の
申
請
件
数

は
22
件
で
す
。
年
度
内
に
更

に
23
件
分
の
申
請
が
見
込
ま

れ
て
い
る
の
で
、
合
計
45
件

の
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
来
年
度
も
継

続
予
定
で
す
。

財
産
譲
渡

◇
町
所
有
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
無
償
で
譲
渡

　
町
所
有
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
等
一
式
を
無
償
で

譲
渡
し
ま
す
。

１
．
譲
渡
さ
れ
る
財
産

六
戸
町
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
等
一
式

２
．
譲
渡
先

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会

社
３
．
譲
渡
日

　
令
和
６
年
４
月
１
日

質

疑

問
　
山
本
実
議
員

　
譲
渡
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

答　
企
画
財
政
課
長

　
民
間
移
行
す
る
と
、
更
新

工
事
が
な
い
た
め
、
今
後
の

財
政
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
現
在
の
管
理
委
託

業
者
に
譲
渡
さ
れ
る
た
め
、

利
用
者
も
現
行
の
ま
ま
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
事
案
件

◇
選
挙
管
理
委
員
・
同
補
充

員
を
選
出

　
議
会
で
は
、
12
月
25
日
に

任
期
満
了
と
な
る
六
戸
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
４
人
、

同
補
充
員
４
人
を
指
名
推
薦

に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
26

日
か
ら
令
和
９
年
12
月
25
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▽
選
挙
管
理
委
員

保
土
沢
博
昭
さ
ん（
鶴
喰
）

吉
田
人
志
さ
ん（
上
吉
田
）

吉
田
重
広
さ
ん（
米
沢
）

山
崎
諭
さ
ん

（
た
て
の
台
団
地
）

▽
同
補
充
員

第
１
順
位

　
小
野
善
一
さ
ん（
折
茂
）

第
２
順
位

　
附
田
政
彦
さ
ん（
七
百
）

第
３
順
位

　
高
橋
寿
典
さ
ん（
柴
山
）

第
４
順
位

　
松
村
覚
さ
ん（
堀
切
沢
）

※
補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員

が
生
じ
た
と
き
、
第
１
順

位
か
ら
順
に
補
充
さ
れ
ま

す
。

吉田町長の任期最後となった12月定例会

辰巳下がり～言葉がおだやかで上品なこと。干支・辰（竜）
トピックス
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一
般
質
問

当町の子育て支援策は
国、県の施策、計画を勘案して検討 ― 町長

12
月
定
例
会
は
、
３
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
一
般
質
問
し
た
議
員
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問問　
今
、
国
を
挙
げ
て
子

ど
も
支
援
、
少
子
化
対

策
、
様
々
な
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
町
で
は
、
何
に

重
点
を
置
い
て
子
育
て
支
援

を
実
施
す
る
の
か

町
長
町
長　
国
の
こ
ど
も
大
綱

や
県
の
こ
ど
も
計
画

を
勘
案
し
、
子
ど
も
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。問問　

子
ど
も
が
安
心
し
て

遊
べ
る
よ
う
な
公
園
や

遊
べ
る
場
所
を
設
置
す
る
予

定
は町

長
町
長　
安
心
し
て
子
ど
も

を
連
れ
て
い
け
る
よ

う
な
公
園
は
理
想
で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
整
備
す
る
予
定

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問問　
い
じ
め
、
不
登
校
に

つ
い
て
の
現
状
は
。
ま

た
、
そ
の
対
策
は

教
育
長

教
育
長　
当
町
の
小
・
中

学
校
に
お
い
て
認

知
さ
れ
た
い
じ
め
の
件
数
は
、

令
和
２
年
度
15
件
。
令
和
３

年
度
22
件
。
令
和
４
年
度
27

件
。
各
学
校
で
は
、
い
じ
め

ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
月
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
の
訴
え
や
心
の

変
化
を
捉
え
る
た
め
、
様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
は
、
令
和
２
年
度
10
名
。

令
和
３
年
度
７
名
。
令
和
４

年
度
16
名
。
各
学
校
で
は
、

児
童
生
徒
が
登
校
で
き
な
い

要
因
の
解
消
や
緩
和
に
向
け
、

継
続
的
に
家
庭
訪
問
や
教
育

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
、不
登
校
の

現
状
、対
策
は

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
―
教
育
長

今
後
、
学
校
や
家
庭
、
関
係

機
関
と
よ
り
一
層
連
携
し
、

適
切
な
支
援
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。問問　

様
々
な
施
策
を
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
行
き
や

す
い
場
所
を
創
出
し
て
も
ら

い
た
い
が

教
育
長

教
育
長　
専
門
の
人
材
を

増
や
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。

　
県
か
ら
の
派
遣
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
町
で

教
育
相
談
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
ま つ

村
む ら

 英
え い

子
こ

議員

問問　
国
で
は
、
子
育
て
目

線
で
の
公
園
の
整
備
を

目
的
と
し
た
支
援
制
度
を
創

設
す
る
と
い
う
情
報
を
聞
く

が町
長
町
長　
現
状
は
町
単
独
で

は
で
き
な
い
部
分
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
国
の

制
度
の
方
向
性
が
わ
か
れ
ば
、

制
度
を
利
用
し
公
園
等
を
整

備
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

問問　
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ

い
て
の
町
の
対
応
と
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
の
調
査

状
況
は

町
長
町
長　
令
和
６
年
度
よ
り
、

支
援
の
利
用
調
整
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
医

療
的
ケ
ア
児
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
状
況
に

合
わ
せ
た
支
援
に
つ
な
げ
る

よ
う
取
り
組
む
予
定
で
す
。

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
し

た
結
果
で
必
要
性
が
あ
れ
ば
、

町
で
も
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
も
っ
と
遊
べ
る
公
園
に

竜は一寸にして昇天の気あり～優れているものは、幼い時から非凡な才能があるということ。干支・辰（竜）
トピックス
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一
般
質
問

松
ま つ

橋
は し

 一
か ず

男
お

議員

問問　
令
和
７
年
六
戸
学
園

開
校
に
向
け
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
構
想
は

町
長
町
長　
現
在
の
バ
ス
路
線

及
び
ダ
イ
ヤ
を
六
戸

学
園
中
心
に
再
度
組
み
立
て
、

学
童
保
育
や
部
活
動
等
の
送

迎
に
も
対
応
し
た
運
行
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
町

内
全
域
へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
を
回
送
し
、
安
定
し
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
行
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
町
内
を
走
っ
て
い
る

バ
ス
は
、
地
区
に
よ
っ

て
は
空
席
が
目
立
ち
ま
す
。

乗
客
が
一
人
と
聞
く
と
、
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
方
が
コ

ス
ト
削
減
に
な
る
と
考
え
る

が

町
長
町
長　
現
在
は
、
住
む
地

域
で
差
別
化
さ
れ
な

い
よ
う
、
全
町
内
を
網
羅
す

る
よ
う
に
バ
ス
を
走
ら
せ
て

い
ま
す
。

　
将
来
的
に
、
乗
客
が
本
当

に
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
効

率
的
な
運
行
の
た
め
別
な
手

法
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

町有地の除草を町で
予算の都合上、現状では難しい ― 町長

問問　
農
地
に
面
し
て
い
る

町
有
地
の
除
草
は
な
か

な
か
厳
し
い
。
本
来
町
で
行

う
箇
所
も
環
境
整
備
で
定
期

的
に
農
家
が
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
状
で
す
。
効
率

よ
く
除
草
で
き
る
大
型
機
械

等
も
あ
る
が
、
高
額
な
た
め

農
家
個
人
で
は
購
入
は
難
し

い
。
町
で
購
入
す
れ
ば
、
年

数
回
行
っ
て
い
る
除
草
回
数

を
２
回
程
度
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は

町
長
町
長　
本
来
は
町
で
除
草

す
る
も
の
と
思
う
が
、

道
路
整
備
等
の
要
望
も
満
た

さ
れ
な
い
現
状
で
は
除
草
に

予
算
を
つ
け
る
の
は
厳
し
い
。

ま
た
、
大
型
機
械
の
購
入
は

そ
の
後
の
運
用
が
莫
大
な
金

額
と
な
る
。

問問　
防
草
シ
ー
ト
や
、
グ

ラ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン

ツ
※

と
い
っ
た
方
法
を
検
討

し
て
は

建
設
下
水
道
課
長

建
設
下
水
道
課
長　
現
状
、
交

通
に
支
障
が

あ
る
よ
う
な
場
所
を
優
先
的

に
除
草
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
エ
リ
ア
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
も
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

スクールバスの構想は
スクールバスをメインに町内を巡回する

コミュニティーバスを運行 ― 町長

各
町
内
会
で
は
地
区
の
環
境
保
全
の

た
め
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る

町
内
を
走
る
町
民
バ
ス

※

グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ

　
芝
生
の
よ
う
に
地
面
を
覆
う
よ

う
に
生
育
す
る
植
物
。
雑
草
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
。

竜の雲を得る如し～竜が雲を得て天に昇るように、英雄豪傑などが機を得て盛んに活躍するさまをたとえていう。干支・辰（竜）
トピックス
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一
般
質
問

町政への思いは
町民の充実度を高めたまちづくりを ― 町長

問問　
町
長
を
勇
退
す
る
に

あ
た
り
、
や
り
残
し
た

こ
と
は

町
長
町
長　
町
長
就
任
以
来
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
私
個
人
と
し
て
の
や
り
残

し
た
こ
と
、
心
残
り
の
部
分

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
が
本
来
の
望
ん

で
い
た
形
で
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
心
残
り
と

言
え
ば
心
残
り
で
す
。

問問　
令
和
７
年
度
開
校
予

定
の
義
務
教
育
学
校
六

戸
学
園
の
完
成
を
見
届
け
な

く
て
も
よ
か
っ
た
の
か

町
長
町
長　
学
校
建
設
の
説
明

責
任
が
終
わ
り
、
現

在
建
設
中
の
た
め
、
今
後
は

担
当
者
、
関
係
者
の
皆
様
方

で
立
派
に
作
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問問　
今
後
の
私
た
ち
議
員
、

職
員
に
要
望
は

町
長
町
長　
皆
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
目
を
し
っ

か
り
と
担
っ
て
い
ま
す
の
で
、

あ
え
て
要
望
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
自
治
体
は
絶
え
ず
要
望
を

含
め
動
い
て
い
る
で
、
町
民

の
充
実
度
を
高
め
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
な が

根
ね

 一
か ず

男
お

議員

問問　
町
内
会
の
加
入
率
向

上
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は町

長
町
長　
転
入
・
転
居
等
の

手
続
き
の
際
、
町
内

会
加
入
の
チ
ラ
シ
の
配
布
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
住

促
進
事
業
を
受
け
る
方
は
、

町
内
会
加
入
を
条
件
と
し
て

い
ま
す
。

問問　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
は
、
町
内
会
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
ふ
れ
あ
い

の
郷
づ
く
り

事
業
※

や
、
六
戸
町
ま
ち
づ

く
り
町
民
活
動
支
援
事
業
※

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
電
気
料
金
の
高
騰
対
策

の
支
援
と
し
て
、
街
灯
の
Ｌ

町
内
会
活
動
へ
の
支
援
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
へ
支
援
等
を
検
討
―
町
長

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
各
町
内
会
の
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
し
、
各
町
内

会
と
意
見
交
換
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問問　
町
内
在
住
の
外
国
人

と
の
交
流
の
場
は

町
長
町
長　
町
内
に
は
13
か
国

か
ら
１
７
７
名
の
外

国
人
の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
外
国
の
方
々
と

の
地
域
住
民
と
の
日
常
的
な

交
流
の
場
や
施
策
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
無
料
で
使
え
る
多
言
語
翻

訳
ア
プ
リ
等
を
利
用
し
、
交

流
を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
主
導
の
新
た
な
交
流

施
策
は
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

今
熊
の
里
社
に
よ
る
今
熊
神
社
周
辺
の

整
備
で
完
成
し
た
舞
台
で
の
今
熊
神
楽

の
様
子

※

ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
事
業

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援

す
る
事
業

※

六
戸
町
ま
ち
づ
く
り

町
民
活
動
支
援
事
業

　
町
民
が
自
ら
企
画
す
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
対
し
補
助
を
行
う

登竜門～黄河急流の「竜門」を登った鯉は竜に化するという言い伝えから、そこを突破すれば立身出世できる関門の意。干支・辰（竜）
トピックス
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審
議
し
た
議
案
の
可
否

審議した議案の 否賛

議　案　名
採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

令和5年度
補正予算

一般会計補正予算（第5号）（１億2066万円を増額補正）

全
員
賛
成

可　
　

決

12
月
25
日工事の契約

工事の請負契約（六戸町立義務教育学校六戸学園外構整備その１工事。契約金額1億
1440万円）

工事の請負契約（六戸町立義務教育学校六戸学園外構整備その2工事。契約金額1億
5730万円）

第９回臨時会（開会12月25日）

議　案　名
採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

専決処分 令和５年度一般会計補正予算（第３号）（4889万円を増額補正） 承
認

12
月
６
日

条例改正

六戸町印鑑条例の一部を改正する条例（多機能端末機による印鑑登録証明書の交付の
規定について、個人番号カードに加え移動端末設備による交付ができるよう規定を整
備する）

全

員

賛

成

可　

決

六戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（法令改正に伴い、課税事務に支障を
来さないよう所定の内容に整備する）

六戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例（青森
県の人事委員会勧告の給与改正に準じ、期末手当を引き上げ）

六戸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（青森県の人事委員会
勧告の給与改正に準じ、期末手当を引き上げ）
六戸町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（青森県の人事委員会勧告の
給与改正に準じ、職員の給料月額、期末手当を引き上げ、会計年度任用職員に勤勉手当
を支給するため内容を整備）
六戸町下水道事業の設置等に関する条例（公共下水道事業と農業集落排水事業を統合
し、公営企業法を適用した下水道事業を設置するため制定）

令和5年度
補正予算

一般会計補正予算（第4号）（206万円を減額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）（429万円を増額補正）

下水道事業特別会計補正予算（第3号）（706万円を増額補正）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）（20万円を増額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第2号）（642万円を増額補正）

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第2号）（972万円を減額補正）

財産の譲渡
財産の無償譲渡について（六戸町所有の光ファイバーケーブル等一式を東日本電信電
話株式会社へ譲渡する）

人　　事

六戸町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（田中義喜氏（柳町）=再任） 同　

意六戸町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
（山本晃広氏（通目木）=再任）

第８回定例会（開会12月４日）

竜に翼を得たる如し～もともと力の強いものに、さらになる力を与えるたとえ。干支・辰（竜）
トピックス



　そこで、六戸の六にちなんで「六出し」運動という

のを考えた。

１．口出し（挨拶や呼びかけの活動）

２．手出し（文書の作成や手作業による活動）

３．足出し（自ら足を運び届ける活動）

４．知恵出し（活動のアイデア等を提供）

５．金出し（資金の提供と募金活動）

６．心出し（被災者やボランティアへ心からの声掛

けと感謝を表す）

　以上の「六出し」運動で、心ばかりの応援でも、全

員が「心出し」できる街はいかがだろうか。

　（杉山茂夫）

◆◆◆◆ 六にちなんで「六出し」運動 ◆◆◆◆

　令和6年の幕開けに、能登半島地震が起きた。再

びの震災で容赦ない悲惨さを目の当たりにした。特

に高齢化と孤立化が進む地方にあっては、災害ボラ

ンティアや各種活動の参加者が減って、なかなか援

助や復興が進まない。

　今まで幸いにも災害の少なかった六戸町であって

も、将来の災害や有事に備えて準備をするのは当然

であろう。

令和６年２月２日発行　8

　
12
月
臨
時
会
は
、
令
和
5

年
12
月
25
日
の
1
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和

5
年
度
補
正
予
算
、
工
事
の

請
負
契
約
な
ど
3
件
の
案
件

が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
審
議
し
た
結
果
、
議
員
全

員
賛
成
で
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。補

正
予
算

◇
一
般
会
計
に
１
億
２
０
６

６
万
円
を
増
額

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２

０
６
６
万
円
を
増
額
し
補
正

後
の
予
算
総
額
を
77
億
９
７

２
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
う
ち
、
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金

　

８
４
０
０
万
円

（
低
所
得
世
帯
に
対
し
一
世

帯
当
た
り
７
万
円
を
給
付
）

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

12
月
臨
時
会

▽
農
業
肥
料
等
物
価
高
騰
対

応
臨
時
補
助
金　

３
４
７
７
万
円

質

疑

問
　
川
村
重
光
議
員

　
農
業
肥
料
等
物
価
高
騰
対

応
臨
時
補
助
金
の
内
容
と
、

補
助
す
る
時
期
は

答　
農
政
課
長

　
農
業
者
及
び
農
業
生
産
法

人
を
対
象
に
、
高
騰
す
る
肥

料
費
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

助
成
金
額
は
、
農
業
所
得
１

０
０
万
円
以
上
に
対
し
1
％

未
満
。
助
成
上
限
金
額
50
万

ま
で
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
対
象
者
へ
通
知
し
、

３
月
中
に
支
払
予
定
で
す
。

工
事
の
請
負
契
約

◇
六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校

六
戸
学
園
外
構
整
備
そ
の

１
工
事

・
工
事
内
容

外
構
土
工
、
駐
車
場
舗
装
、

フ
ェ
ン
ス
改
修
、
倉
庫
ほ

か
・
契
約
金
額

　
１
億
１
４
４
０
万
円

・
契
約
先

　
株
式
会
社
漆
舘
組

◇
六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校

六
戸
学
園
外
構
整
備
そ
の

２
工
事

・
工
事
内
容

外
構
土
工
、
バ
ス
ベ
イ
舗

装
、
構
内
舗
装
、
カ
ラ
ー

舗
装
ほ
か

・
契
約
金
額

　
１
億
５
７
３
０
万
円

・
契
約
先

　
野
田
重
機
建
設
株
式
会
社

六
戸
学
園
外
構
整
備
工
事
請
負
契
約
可
決

建設が進む六戸学園

広報委員の

値下がりが期待できない肥料

画竜点睛～最後の仕上げで大事な部分を加えて完成し、成果をあげること。干支・辰（竜）
トピックス
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　航空自衛隊三沢基地を視察しました。視
察目的は航空自衛隊の活動や装備、施設に

ついて理解を深めるものでした。
　当日は大嶋善勝三沢基地司令を表敬訪問した後、
映像にて三沢基地の歴史及び役割、装備等の説明を
受けました。その後、移動をし航空機の火災に備え
た特殊消防車両、レーダー搭載機Ｅ２Ｄの説明を受
けてきました。

　いかに、この三沢基地（航空自衛隊・米軍）が国防
の重要な要を担っているのかを肌で感じることがで
きました。　　　　　　　　　　委員長　山本　実

師走。感謝を込め大掃除

常
任
委
員
会
ほ
か

次は３月に
　  定例会があります。

議会を傍聴して
　 みませんか？

■問　議会事務局　☎55－4547

　継続調査となっている民地の空き地等
に対する除草等、ごみ屋敷に関する対応

の検討結果について町民課より聞き取りを行いま
した。
　町民課長から、「現状の町の環境美化条例では
対応することが難しい部分があるため、今後１年
をめどに条例改正を行います。」との回答を得られ
ました。
　委員からは、「全国の自治体が参考となるよう
な条例内容のものを早急に作るように。」と、意見
が出されました。　　　　　　委員長　長根一男

11
13

　新年を前に毎年恒例の議員全員で議場
内の大掃除を実施しました。

　令和６年度がより良い年になるように願います。

12
22

航空自衛隊三沢基地を視察総務常任委員会

新町長に佐
さ

藤
とう

陽
あき

大
ひろ

さん！

三
沢
基
地
司
令
と

議場内を掃除

　
１
月
21
日
に
執
行
さ
れ
た
六
戸

町
長
選
挙
は
３
名
の
立
候
補
に
よ

る
選
挙
と
な
り
、
開
票
の
結
果
、

佐
藤
陽
大
さ
ん（
50
歳
）が
初
当
選

し
ま
し
た
。

　
新
町
長
誕
生
は
28
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。

　
議
会
も
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運

営
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
六
戸
町
長
を
７
期
28
年
務
め
、

今
期
限
り
の
引
退
を
表
明
し
た

吉
田
豊
町
長
が
１
月
27
日
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
町
長
は
昭
和
62
年
５
月

か
ら
平
成
８
年
１
月
ま
で
議
員

と
し
て
も
活
躍
し
、
議
長
、
副

議
長
を
歴
任
し
町
長
へ
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
る
町
政
運
営
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

12
19

12月定例会終了後に町長を囲んで

雲は竜に従い、風は虎に従う～立派で聡明な君主のもとには、必ず賢臣が現れて君主を助けることのたとえ。干支・辰（竜）
トピックス



　　

六
戸
町
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
、
義
務
教
育
学

校
が
建
ち
、
町
内
の
学
校
が

１
校
に
ま
と
ま
る
と
聞
き
ま

し
た
。
七
百
中
学
校
に
進
学

し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
る

時
に
、
開
知
小
学
校
か
ら
の

同
学
年
の
子
が
誰
も
い
な
か

っ
た
の
で
、
馴
染
む
の
に
時

間
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　
町
内
の
学
校
が
１
校
に
ま

と
ま
る
こ
と
で
、
長
い
間
一

緒
の
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
こ
と
は
す
ご
く
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■発行日：令和６年２月２日　　■発行：六戸町議会　　　■編集：議会広報委員会
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12
月
議
会
終
了
後
、
議
員

に
対
し
て
町
長
か
ら
最
後
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

28
年
に
も
わ
た
る
町
政
運

営
を
行
っ
て
き
た
町
長
の
言

葉
は
重
く
、
こ
れ
ま
で
の
ご

苦
労
を
考
え
る
と
胸
に
込
み

上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
町
長
と
と
も
に
働
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
新
町
長
の
も

と
で
新
た
な
町
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
気
を
引
き
締
め
、
新
町
長

を
支
え
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

議
会
活
動
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

広
報
委
員　
盛
田　
嘉
彦

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松　
橋　
一　
男

副
委
員
長　
松　
村　
英　
子

委　
　

員　
盛　
田　
嘉　
彦

長　
根　
一　
男

杉　
山　
茂　
夫

高　
坂　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　

長　
下　
田　
敏　
美

編
集
後
記

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い 

　
家
族
全
員
、
野
球
が
好
き

で
、
兄
は
野
球
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
兄
の
野
球
の

練
習
に
つ
い
て
行
っ
た
時
に
、

同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し

て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

楽
し
そ
う
で
、
自
分
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
、
小
学
２

年
生
の
時
に
開
知
小
学
校
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
部
し

た
の
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始

め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て

い
く
う
ち
に
、
色
々
な
友
人

や
先
輩
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
仲
間
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
る
こ
と

が
楽
し
か
っ
た
の
で
、
今
ま

で
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ

　
中
学
生
の
時
に
青
森
県
の

代
表
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
に
柴
田
学

園
へ
来
な
い
か
と
声
を
掛
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
強
豪
校
な
の
で
、

そ
こ
で
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
た
い
と
思
い
進
学
を
決

め
ま
し
た
。

　
親
元
を
離
れ
、
ひ
と
り
で

す
べ
て
身
の
回
り
の
こ
と
を

や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
て

大
変
で
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
す
る
に
は
本
当
に
い

い
環
境
で
、
進
学
し
て
良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は

　
４
月
か
ら
東
京
富
士
大
学

へ
進
学
し
、
こ
れ
か
ら
も
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
ま
す
。

将
来
は
母
の
よ
う
な
看
護
師

に
な
り
た
い
で
す
。

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回はソフトボール
で活躍している
佐々木梨奈さんです。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
ふ
る
さ
と
団
地
出
身
。
開
知
小
学
校
２
年
生
の

時
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出
会
い
、
開
知
小
・

七
百
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
夢
中
に
な
っ
た
。

　
　
七
百
中
学
校
卒
業
後
、
柴
田
学
園
大
学
附
属
柴
田
学
園
高
等
学

校
（
弘
前
市
）
へ
進
学
。
第
76
回
青
森
県
高
校
総
体
で
は
投
手
と

し
て
活
躍
し
、
優
勝
へ
と
導
い
た
。
第
54
回
東
北
高
等
学
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
準
優
勝
。
令
和
５
年
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
受
賞
。

　
　
趣
味
は
料
理
。
２
０
０
５
年
生
ま
れ
。
18
歳
。
父
、
母
、
兄
の

４
人
家
族
。

（
聞
き
手
　
長
根 

一
男
）

令
和
5
年
8
月
開
催
の
東
北
総
合
体
育
大
会
で
は
県
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た

佐さ
　
さ
　
き

々
木　
梨り

奈な

さ
ん


